
緒　　言

　地域産業を支える人材育成の場として専門
高校は重要な役割を果たす．専門高校生の特
徴の一つとして半数以上が卒業後に就職をす
る事があり，この傾向は水産高校で65.7％，
工業高校で67.0％，農業高校で53.6％と強く，
2016年度には専門高校生全体で53.1％が就職
をしている．この数字は普通科全体における
8.5%と比較しても非常に大きい1）．これらの
事は，多くの専門高校生にとっては高等学校
が最後の教育現場となる事を示している．そ
のため，専門高校生に対する食意識や生活意
識の改善といった「生きる力」を促す取り組

みは，豊かな職業人を養成する意味でも重要
であると考えられる2）．
　一方で近年，高校生の抱える不定愁訴の問
題が大きくなり，原因のひとつとして高校生
の生活が複雑で多様化した事が考えられてい
る3,4）．これまでにも高校生を対象とした不定
愁訴に関する報告は多数あり5－16），女子に症
状が多い事も明らかとなっているが5,6），これ
までの報告の全ては普通科高校生のみ，また
は普通科高校生と専門高校生を混合したもの
である．普通科高校生と専門高校生において
は，職業人として社会に巣立っていく意識の
違いもあればカリキュラムも異なり17－19），そ
れぞれの立場から不定愁訴を改善する取り組
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みを考えていくためにも，普通科高校生と専
門高校生を区分して論じられるべきである．
また，男女別に述べる必要もある．一般に専
門高校生は普通科高校生より専門の実習が多
くなるため，普通科高校生とは異なる肉体
的・精神的な疲労感（不定愁訴）を示す可能
性もあり，場合によってはこれらの疲労感を
改善するための指導にも工夫を凝らす必要も
あろう．著者らは，これらの背景を踏まえ，
不定愁訴と食事内容との関係について興味を
持ち，専門高校生に対する食育指導を行う資
料の必要性を感じたが，現在のところ，専門
高校生に対して利用できる食育的な資料は見
当たらない．
　そこで，今回我々は専門高校生における不
定愁訴と食物摂取頻度との関係を明らかにす
る一資料を作成する目的で，長野県南部地域
の専門高校（工業，商業，農業）の２年生を
対象に横断調査を実施した．その結果，いく
つかの知見が得られたので報告する．

方　　法

１．調査方法
　対象者は長野県南部地域の３つの専門高校 

（工業，商業，農業）に通学する２年生とし，
2008年５月にそれぞれの高校に各100通（計
300通）の無記名自記式アンケートを配布し
た．対象生徒の選び方については各高校に一
任し，アンケートの記入は任意である事を生
徒に伝えてもらうようにお願いをした．生徒
はホームルーム時に回答をした．回収率は
95.3％（286名）であった．そのうち対象回
答欄において無回答のあるものは除外し，最
終的に205人を分析対象者とした（有効回答
率71.7％）．性別と専門別では男子138人（工
業78，商業26，農業34），女子67人（工業４，
商業35，農業28）であった．

２．アンケート内容
　配布したアンケートは不定愁訴アンケー

ト，身体活動レベルアンケート，食物摂取頻
度アンケートの３つであった．
　不定愁訴アンケートには日本産業衛生協会
の「自覚症状しらべ（30項目）」を採用した．
既にこれを利用した不定愁訴の報告はいくつ
かある5,13－15）．30項目に対するそれぞれの回
答項目は等間隔に配置され，「非常にある」，

「ある」，「少しある」，「全くない」からなる
４件法とした20）．それぞれの回答項目の定量
化は，頻度の高い回答から順に４，３，２，１
点とした．
　身体活動レベル（Physical Activity Level： 
PAL）は自記式アンケートにより調査した．
まず対象者には理解を助けるための日本人の
食事摂取基準2005によるPALの説明資料が
添付され21），その後自分自身の日常生活の活
動状況について，Ａ（PAL=1.5，低い），Ｂ

（PAL=1.75，ふつう），Ｃ（PAL=2.00，高い）
に基づくいずれかのアルファベットを１つだ
け記入させた．定量化については，Ａを1.5，
Ｂを1.75，Ｃを2.0とした．
　食物摂取頻度アンケーﾄは，共著者の林が
作成した９項目とした．すなわち，食品成分
表に記載されている18食品群を参考とし，そ
こから食卓にあがる食品として回答者がイ
メージしにくい「砂糖及び甘味料」，「種実
類」，「調味料及び香辛料類」，「調理加工食品
類」の４食品群は除き，摂取量が少ないと考
えられる「きのこ類」と「海藻類」を「その
他野菜類」に含めた．また動物性のたんぱく
質源として栄養素的に同一の肉類，魚介類，
卵類を「魚・肉・卵類」として定義した．さ
らに，穀類といも類は糖質源として同一であ
るため，「穀類・いも類」と定義した．また
各項目の摂取頻度については各食品群で統一
せず，それぞれの食品群で現実的に適当な摂
取頻度を表した５件法とした．それぞれの食
品群別摂取量の定量化は，摂取頻度の高い回
答から順に５，４，３，２，１点とした．
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３．統計方法
　値は基本的に平均値±標準偏差または人数

（%）で示した．統計処理ソフトにはSPSS 
ver.17.0を使用した．統計的有意水準は５％
とした．割合においてはχ2検定（同等性検定）
を男女による性差を確認する目的で実施し
た．２群間の実数の比較ではMann-Whitney
による両側検定を行った．χ2検定ならび
にMann-Whitney検 定 に お い て はFisher’s 
exact testを採用した．因子分析の手法は，
対馬らが推奨する方法として，重み付き最小 
２乗法（一般化した最小２乗法）を採用し22），
バリマックス回転を施した．因子数の決定に
はカイザーガットマン基準に則り固有値１以
上の因子を採用した．またそれぞれの因子を
構成するアンケート項目に対してはクロン
バックαを求め内的整合性を確認した．食品
群別摂取量の定量化により得られた数値は等
間隔性が保証できないため順序尺度データと
して扱った．そのため検定には正規性を前提
としない検定として二項ロジスティック回帰
分析を採用した23）．従属変数は対象群を０ま
たは１に示した２値群とし，独立変数には５
件法にて定量化したそれぞれの食品群別摂取
量を用い強制投入法にて分析を実施，BMIと
PALにて調整した．分析は男女別に実施し
た．

結　　果

１．対象者の属性
　対象者の属性を表１に示した．男子の身長 
は169.7±5.7cm，体重60.7±9.1kg，BMIは21.0 
±2.9，年齢は16.7±0.6歳であった．女子の身 
長は158.1±5.2cm，体重49.5±5.9kg，BMIは
19.8±2.0，年齢は16.8±0.6歳であった．

２．不定愁訴アンケートの結果
１）男女間の比較
　今回実施した不定愁訴アンケートの結果を
表２に示した．χ2検定により男子と女子と
の割合に有意差が確認されたのは，Q １頭が 
重い（p=0.042），Q ４あくびが出る（p=0.007），
Q ６眠い（p=0.004），Q11考えがまとまらな
い（p=0.001），Q13いらいらする（p=0.031），
Q21頭が痛い（p=0.019），Q22肩がこる（p< 
0.001），Q25口 が 渇 く（p=0.048），Q26声 が
かすれる（p<0.001），Q27めまいがする（p= 
0.001），Q28まぶたや筋肉がピクピクする（p= 
0.050），Q30気分が悪い（p=0.012）の12項目
であった．なお男女別に分けてχ2同等性検
定を実施したところ，男子においてはQ10横
になりたい（p=0.391）以外の29項目で，女
子においては，Q ４あくびが出る（p=0.116），
Q10横になりたい（p=0.418），Q15勉強に熱 
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表１　対象者の属性

男子（n=138） 女子（n=67）
年齢 （歳） 16.7 ± 0.6 16.8 ± 0.6
身長 （cm） 169.7 ± 5.7 158.1 ± 5.2
体重 （kg） 60.7 ± 9.1 49.5 ± 5.9
BMI1） （kg/m2） 21.0 ± 2.9 19.8 ± 2.0
PAL2） 1.50：低い 人（％） 37（26.8） 14（20.9）

1.75：ふつう 人（％） 42（30.4） 31（46.3）
2.00：高い 人（％） 59（42.8） 22（32.8）

値は平均値±標準偏差
1）body mass index
2）Physical Activity Level
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心になれない（p=0.149），Q22肩がこる（p= 
0.850）以外の26項目で回答に有意な偏りが
確認された．

２）性差のあった12項目に対する因子分析の
　結果
　表２より有意差があった12項目において，
性差に潜む内的意識を明らかにする目的で因
子分析を行った（表３）．固有値１以上の因
子が３つ抽出され，回転後の全ての因子負荷
量は正の値を示した．第１因子は口が渇く，
めまいがする，気分が悪い，肩がこる，考え
がまとまらない，まぶたや筋肉がピクピクす
る，声がかすれる，から構成される因子で，
肉体各部の物理的な愁訴が多いため「肉体的
愁訴」と名付けた（寄与率15.031％，クロン
バックα=0.745）．また第２因子は頭が痛い，
頭が重い，から「頭痛系愁訴」と名付けた（寄 
与率14.827％，クロンバックα=0.683）．第３ 
因子はあくびが出る，眠い，いらいらする， 

より「睡眠系愁訴」とした（寄与率14.745％，
クロンバックα=0.760）．なおKaiser-Meyer-
Olkinの標本妥当性は0.840，Bartlettの球面
性検定はp<0.001となり，この因子分析の妥
当性は有意に保証された．

３）性差のあった不定愁訴アンケート項目に
　おける平均得点の比較
　因子分析より得られた３因子の不定愁訴平
均得点について表４にまとめた．第１因子 

「肉体的愁訴」においての平均得点は男子で
1.55±0.45，女子では2.01±0.63であった．第
２因子「頭痛系愁訴」においては男子1.51±
0.68，女子では1.78±0.74，第３因子「睡眠系
愁訴」では男子2.56±0.70，女子では2.96±0.65
であった．有意差検定においては，３つの因
子ならびに性差がみられた12項目の全てにお
いて，女子の方が男子よりも有意に高い事が
示された．
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表３　性差のあった不定愁訴アンケート項目における因子分析結果

第１因子 第２因子 第３因子
（肉体系愁訴） （頭痛系愁訴） （睡眠系愁訴）

Q25．口が渇く 0.593 0.128 0.143
Q27．めまいがする 0.566 0.375 0.119
Q30．気分が悪い 0.447 0.410 0.173
Q22．肩がこる 0.414 0.332 0.275
Q11．考えがまとまらない 0.412 0.136 0.347
Q28．まぶたや筋肉がピクピクする 0.408 0.168 0.038
Q26．声がかすれる 0.395 0.161 0.268
Q21．頭が痛い 0.146 0.861 0.182
Q１．頭が重い 0.314 0.663 0.094
Q４．あくびが出る 0.030 0.138 0.990
Q６．眠い 0.281 0.103 0.535
Q13．いらいらする 0.264 0.246 0.358

寄与率（％） 15.031 14.827 14.745
累積寄与率（％） 15.031 29.858 44.603
クロンバックのα係数 0.745 0.683 0.760

n=205



３．食物摂取頻度アンケートの結果
　９食品群における摂取頻度アンケートの結
果を表５に示した．男子または女子全体の摂
取頻度の割合に対してχ2検定を実施したが，
全ての項目において男子と女子との間に有意
差は確認されなかった．なお男女別に分けて
χ2同等性検定を実施したところ，男子にお
いては９項目全てで，女子においては，「そ
の他野菜類」（p=0.930）以外の８項目で回答
に有意な偏りが確認された．

４．不定愁訴の各因子に影響を及ぼした
　食品群の検討
　最後に因子分析の結果から導かれた不定愁
訴の各３因子に影響を及ぼしていた食品群を
検討する目的で，９食品群の摂取量を独立変
数とした二項ロジスティック回帰分析を行っ
た．BMIとPALで調整した．２群間の分類

においては，不定愁訴アンケートの４つの回 
答項目を参考とし，全くない（１点），少しあ 
る（２点）は明確ではない訴え（非愁訴群）
とし，ある（３点），非常にある（４点）は明 
確な訴え（愁訴群）であるものと想定した．
すなわち表４の第１から第３因子の平均得点
において平均得点2.00未満を非愁訴群，2.00
以上を愁訴群とそれぞれ設定した．分類後の
割合は，第１因子においては，男子138人の 
うち非愁訴群115人（83.3％），愁訴群23人 

（16.7％），女子67人のうち非愁訴群31人（46.3 
％），愁訴群36人（53.7％）であった．その結果， 
第１因子の女子において有意な回帰式が得ら 
れた（表６）．その結果，「穀類・いも類」の
摂取頻度が多い者は，「穀類・いも類」の摂取 
頻度が少ない者に対して，肉体的愁訴のオッ
ズ比が0.275倍と有意に低かった（p=0.017）．
また「緑黄色野菜」においても同様で0.410倍 
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表４　性差のあった不定愁訴アンケート項目における平均得点の比較

男子（n=138） 女子（n=67） p値1）

第１因子「肉体系愁訴」（７項目の平均得点） 1.55±0.45 2.01±0.63 <  0.001
Q25．口が渇く 1.57±0.80 1.94±1.03 0.012
Q27．めまいがする 1.46±0.76 1.88±0.98 0.001
Q30．気分が悪い 1.33±0.75 1.60±0.85 0.003
Q22．肩がこる 1.68±0.91 2.63±1.11 <  0.001
Q11．考えがまとまらない 1.92±0.88 2.34±0.91 0.002
Q28．まぶたや筋肉がピクピクする 1.66±0.81 2.00±0.97 0.015
Q26．声がかすれる 1.26±0.57 1.70±0.92 <  0.001

第２因子「頭痛系愁訴」（２項目の平均得点） 1.51±0.68 1.78±0.74 0.003
Q21．頭が痛い 1.48±0.76 1.87±0.98 0.040
Q１．頭が重い 1.54±0.76 1.70±0.67 0.003

第３因子「睡眠系愁訴」（３項目の平均得点） 2.56±0.70 2.96±0.65 0.003
Q４．あくびが出る 2.83±0.84 3.21±0.79 0.001
Q６．眠い 2.85±0.94 3.31±0.74 0.009
Q13．いらいらする 1.99±0.97 2.34±0.93 <  0.001

各項目において「非常にある」を４，「ある」を３，「少しある」を２，「全くない」を１として算出した
1）・・・Mann-Whitney検定（男子 vs 女子）



表５　専門高校生に実施した食物摂取頻度アンケートの結果
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男子（n=138） 女子（n=67） p値1）

穀類・いも類 毎食たっぷり 9（ 6.5 ） 3（ 4.5 ）

0.263
毎食 106（ 76.8 ） 46（ 68.7 ）
毎日２回程度 18（ 13.0 ） 11（ 16.4 ）
毎日１回程度 4（ 2.9 ） 6（ 9.0 ）
ほとんど食べない 1（ 0.7 ） 1（ 1.5 ）

油脂類 毎食２品以上 5（ 3.6 ） 2（ 3.0 ）

0.549
毎食 13（ 9.4 ） 10（ 14.9 ）
毎日１～２回程度 52（ 37.7 ） 21（ 31.3 ）
週４～５回 51（ 37.0 ） 22（ 32.8 ）
ほとんど食べない 17（ 12.3 ） 12（ 17.9 ）

大豆・大豆製品類 毎日 36（ 26.1 ） 12（ 17.9 ）

0.427
週４～５回 31（ 22.5 ） 13（ 19.4 ）
週２～３回 50（ 36.2 ） 31（ 46.3 ）
週１回程度 11（ 8.0 ） 8（ 11.9 ）
ほとんど食べない 10（ 7.2 ） 3（ 4.5 ）

魚・肉･卵類 毎食 71（ 51.4 ） 37（ 55.2 ）

0.970
毎日２回程度 27（ 19.6 ） 12（ 17.9 ）
毎日１回程度 23（ 16.7 ） 11（ 16.4 ）
週２～３回 17（ 12.3 ） 7（ 10.4 ）
ほとんど食べない 0（ 0.0 ） 0（ 0.0 ）

乳・乳製品類 毎日 45（ 32.6 ） 27（ 40.3 ）

0.508
週４～５回 26（ 18.8 ） 7（ 10.4 ）
週２～３回 27（ 19.6 ） 14（ 20.9 ）
週１回程度 21（ 15.2 ） 8（ 11.9 ）
ほとんど食べない 19（ 13.8 ） 11（ 16.4 ）

果実類 毎日２回程度 19（ 13.8 ） 10（ 14.9 ）

0.106
毎日１回程度 52（ 37.7 ） 20（ 29.9 ）
週４～５回 24（ 17.4 ） 6（ 9.0 ）
週２回程度 32（ 23.2 ） 18（ 26.9 ）
ほとんど食べない 11（ 8.0 ） 13（ 19.4 ）

緑黄色野菜類 毎日２回以上 39（ 28.3 ） 20（ 29.9 ）

0.834
毎日１回程度 45（ 32.6 ） 26（ 38.8 ）
週４～５回 31（ 22.5 ） 11（ 16.4 ）
週２回程度 19（ 13.8 ） 8（ 11.9 ）
ほとんど食べない 4（ 2.9 ） 2（ 3.0 ）

その他野菜類 毎食 38（ 27.5 ） 19（ 28.4 ）

0.633
毎日２回程度 37（ 26.8 ） 16（ 23.9 ）
毎日１回程度 32（ 23.2 ） 17（ 25.4 ）
週４～５回 26（ 18.8 ） 15（ 22.4 ）
ほとんど食べない 5（ 3.6 ） 0（ 0.0 ）

菓子・嗜好飲料類 毎日３回以上 6（ 4.3 ） 6（ 9.0 ）

0.118
毎日２回 11（ 8.0 ） 11（ 16.4 ）
毎日１回 25（ 18.1 ） 14（ 20.9 ）
週４～５回 64（ 46.4 ） 27（ 40.3 ）
ほとんど食べない 32（ 23.2 ） 9（ 13.4 ）

人数（％）
1）・・・χ2 検定（男子 vs 女子）



と有意に低かった（p=0.048）．一方，「菓子・
嗜好飲料類」においてはオッズ比が1.809倍

（p=0.049）となり，有意に高かった．なお第
１因子の男子では女子で示されたような有意
な回帰式は得られなかった．
　また第２因子（男子非愁訴群98人（71.0％），
男子愁訴群40人（29.0％），女子非愁訴群37
人（55.2％），女子愁訴群30人（44.8％）），な
らびに第３因子（男子非愁訴群18人（13.0％），
男子愁訴群120人（87.0％），女子非愁訴群４ 
人（6.0％），女子愁訴群63人（94.0％）），にお 
いても同様に２群に分類し二項ロジスティッ
ク回帰分析を実施したものの，全てのケース
において有意な回帰式は得られなかった．

考　　察

　今回我々は，長野県南部地域に通学する専
門高校生を対象に不定愁訴と食習慣に関する
アンケートを実施した．なお文部科学省の学
校基本調査報告書1）によれば，８分野の専門
高校の中で最も在校生の多いのは工業高校で
41.4％，次いで商業高校の32.5％，農業高校
の13.5％と続き，この３分野で全体の87.4％
を占める．そのため今回の調査ではこの上位

３分野（工業，商業，農業）の専門高校に焦
点を当て実施している．
　今回の不定愁訴の結果は，Q １頭が重い，
Q ４あくびが出る，Q ６眠い，Q11考えがま
とまらない，Q13いらいらする，Q21頭が痛
い，Q22肩がこる，Q25口が乾く，Q26声が
かすれる，Q27めまいがする，Q28まぶたや
筋肉がピクピクする，Q30気分が悪い，の12
項目において有意な男女差が存在する事を示
し（表２），その全てにおいて女子の方が不
定愁訴得点が高い傾向にあった（表４）．一
般に同高校・同年齢においても男子より女子
の方が不定愁訴は多いとされるが 6,7），我々の
結果も同様であった．そこで，この性差を日
常的な食習慣から明らかにする目的で以降の
分析を実施した．共測定した食物摂取頻度ア
ンケートの結果では男女で有意な回答の偏り
を示さなかったものの（表５），表６のロジ
スティック回帰分析においては，女子の第１
因子にのみ有意な回帰式が得られた．具体的
には「穀類・いも類」の摂取頻度が多い者は，
摂取頻度が少ない者に対して，肉体的愁訴の
オッズ比が0.275倍と有意に低かった．また

「緑黄色野菜」も同様に0.410倍と低く，「菓子・
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表６　女子の第１因子（肉体的愁訴）に影響を及ぼしていた食品群の検討

オッズ比1） （95％信頼区間） p値
穀類・いも類 0.275 （0.095－0.791） 0.017
油脂類 1.255 （0.607－2.597） 0.540
大豆・大豆製品類 0.737 （0.356－1.527） 0.412
魚・肉・卵類 1.291 （0.671－2.482） 0.444
乳・乳製品類 1.757 （0.976－3.161） 0.060
果実類 0.703 （0.379－1.303） 0.263
緑黄色野菜類 0.410 （0.169－0.991） 0.048
その他野菜類 2.038 （0.952－4.359） 0.067
菓子・嗜好飲料類 1.809 （1.004－3.262） 0.049

n=67
従属変数に非愁訴群を０，肉体系愁訴群を１としたロジスティック回帰分析（強制投入法）

各食品群の回答は摂取頻度の高い順に５，４，３，２，１と５段階に定量化した
1）・・・BMIとPALを共変数とした



嗜好飲料類」においては1.809倍と有意に高
かった．このことより，「穀類・いも類」お
よび「緑黄色野菜」の摂取頻度の多い者ほど
肉体的愁訴のリスクが少なく，「菓子・嗜好
飲料類」の摂取頻度の多い者ほど高い事が有
意に示された．スポーツ栄養のみならず肉体
的な疲労回復に糖質が重要であるのは常識で
あるが24），不定愁訴が多いとされる女子ない
し実習が多いと考えられる専門高校生におい
て，今回の結果は，日常の生活の中で主食を
増やし間食を減らすと共に，緑黄色野菜の摂
取量を増加させる必要性を示している．一方
で，不定愁訴と朝食に関して考察すると，朝
食を摂取している女子高校生は疲労が有意に
少ない事が複数の研究者により示されている
ため10,12,14），今回の結果は，炭水化物と緑黄
色野菜からなる朝食を生徒が摂取する事で，
午前中の間食を抑えることにつながり，さら
には，高校生の肉体的愁訴を低減することが
できる可能性を示唆するものである．このこ
とは，効果的な食育活動の一助となるばかり
でなく，家庭や朝食提供校における献立立案
の助けにもなろう．一方で近年，新沼らが排
便頻度の多い高校生は不定愁訴が少ない傾向
を報告しているが15），胃結腸反射を考えれば
朝食の摂取が関与する事は明白である25）．
　不定愁訴と食事内容による研究は議論の中
にあり，原田らが女子高校生の不定愁訴と食
事バランスガイドの関係について調査を行
い，立ちくらみを感じる者ほど主食摂取数

（「つ」または「SV：サービング」，以下SVと 
する）が，横になりたいと感じる者ほど副菜
SVが少なかったとしている16）．林らは，男
女混合の結果であるが疲労自覚症状訴え得点
の高い肥満高校生は穀類エネルギー比が低い
傾向にある事を示している9）．また小林らは，
高校生の疲労自覚症状項目の性差において，
女子の最上位項目として「甘いものが食べた
い」を挙げている6）．一方で谷口らや鈴木ら
は女子高校生の不定愁訴と食品摂取頻度に関

する調査において両群に有意差が無かったと
報告しており5,11），これまでにも統一された
見解は得られていない．今回の我々の結果は，
両者の有意な関係を専門高校生女子において
支持するものであった．
　なお精神的な疲労における物理的な因子と
して睡眠不足が挙げられるが8,12,13），今回の結
果は第２因子，第３因子であった頭痛系愁訴，
睡眠系愁訴が食事内容により改善されるもの
ではなかった．この事は睡眠不足を解消する
ために日常生活の改善が必要であることを意
味している．
　最後に本研究の限界を２点示す．１つ目は
調査方法が長野県南部地域に通学する専門高
校生を対象とした横断調査のみであり，かつ
各高校における全数調査で無い事，２つ目に
男女間の比較であり，普通科高校生との比較
では無い事である．これらの事は本調査結果
を一般モデルとして論ずることを困難にして
いる．しかしながら，複数の専門高校のみを
対象にアンケートを実施し，不定愁訴と習慣
的な食物摂取頻度との関係に性差が存在する
ことを明らかにした最初の報告であり，今後
専門高校生を対象に展開される食育活動にお
ける一資料として，本研究の知見は有用であ
ると考えられる．

ま と め

　長野県南部地域に在籍する専門高校生205
人を分析対象に，不定愁訴と食物摂取頻度に
ついてのアンケート調査を実施し，男女差に
ついて比較・検討を行った結果，以下のこと
が明らかとなった．
　１．不定愁訴アンケート得点では，口が渇
く，めまいがする，気分が悪い，考えがまと
まらない，肩がこる，声がかすれる，まぶた
や筋肉がピクピクする，あくびが出る，眠い，
いらいらする，頭が痛い，頭が重い，におい
て男女間に有意差が確認され，全てにおいて
女子の方が高かった．またこれら12項目を用
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いた因子分析により，肉体的愁訴，頭痛系愁
訴，睡眠系愁訴の３因子が抽出された．
　２．今回の９食品群における食物摂取頻度
調査においては男女間で有意差は確認されな
かったものの，女子の肉体的愁訴に有意に関
係する食物として，「穀類・いも類」と「緑
黄色野菜」の低摂取頻度，ならびに「菓子・
嗜好飲料類」の高摂取頻度が示された．
　今回の結果をふまえ，もし女子専門高校生
を対象に体調を整えるための食育指導を行う
場合，「穀類・いも類」や「緑黄色野菜」の
摂取を多くすることの重要性，ならびに「菓
子・嗜好飲料類」の摂取を控えることについ
て指導する事が，彼女らに対しての効果的な
食育活動の一つとなることが示唆された．
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